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授業書「環境科学jの一部改訂について

丸 山 博
(北海道大学大学院教育学研究科博士後期課程〕

0 はじめに

授業書「環境科学」を『教授学の探究・第9号j(1991)に発表してからはやくも 2年がすぎ

ようとしている。その間，ブラジルで「地球サミット」が聞かれ， NGOの政策決定に果たす役

割の重要性がますます世界中の人々に認識されるようになってきた。しかし，日本の NGOにお

いては地球サミット以後，資金や会員数が伸び悩み，代表的な NGOの一つ「熱帯林行動ネット

ワーク(JATAN)Jが資金不足から事務所閉鎖の危機に直面しているといわれる(朝日新聞1992

年10月4日朝刊〉。このことは日本における環境問題への取り組みの水準を表わしており，そ

の水準を高めていくことが環境教育の目的でもある。そのためにも授業書「環境科学」による

授業やゼミを学校・サークルに広け.ていきたし、。幸いにして， 1990年の修士論文での実験授業

以降も，松井伸一先生(北海道札幌工業高校)，橋本順子先生(北海道札幌西高校〉らがそれぞ

れ理科 1，現代社会の授業において授業書「環境科学Jをつかってくださった。筆者自身も非

常勤講師をしている札幌啓成高校の理科 Iや勤医協札幌看護専門学校の教育学の授業のなかで

授業書「環境科学」の一部をつかっている。 93年度はさらに静岡県の私立三島高等学校の江湖

徹男先生をはじめ伺人かの先生から理科あるいは社会科の授業で授業書「環境科学」を利用し

たいとの連絡をいただいている。しかしながら，授業書「環境科学」には修士論文でも指摘し

たようにいくつかのわかりにくい部分があること，松井先生や橋本先生からも授業後に不適当

なところを指摘していただいたこと，授業書「環境科学」の発表後の2年間に新しい知見がえ

られたことなどの理由から，授業書「環境科学」の一部を以下のように改訂して，それを授業

にかけていただきたいと思う。

1 改訂の視点、

環境教育の目的は環境問題の解決のための社会変革を担う主体形成の基礎の確立にあり，そ

の教育内容の中核は環境問題の本質と環境問題の根本的な解決方法とによって構成されるもの(1)

と考えられる。環境・環境問題の本質を理解するためには，人間と自然との相互作用について

の歴史的理解時間的・空間的把握および政治経済的把握などが必要であり，環境問題の根本

的な解決方法の理解のためには持続性と公共性の概念に基づく社会変革についての科学的認識

が求められるものωと思われる。それゆえ，筆者は人間と自然、との相互作用の歴史的理解と時

間的・空間的把握のために授業書「環境科学」を作成し，人間と自然との相互作用の政治経済

的把握および持続性と公共性の概念に基づく社会変革についての科学的認識の形成のために授

業書「環境政策」を構成しようとしている。このように授業書「環境科学」は授業書「環境政

策」の基礎であるかぎり， r環境問題の多くは単なる自然現象ではなく社会現象であるJ3)こと
を示唆する必然性が導かれるのである。このことを踏まえ，最新の科学的知見によって授業書
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「環境科学」を見なおし，次のような視点からその一部を以下のように改訂する。

(1) 住民運動あるいはNGOなどの市民運動を公害防止対策および環境政策の推進主体としてよ
り一層明確に位置づける。

(2) 公害問題を過去のものとして風化させないためにも， 日本における公害の実態や先進国の

公害輸出による地球規模の環境汚染状況の記述を強化する。

(3) 先進国による途上国の援助は貧困層の自立を最優先するものでなければならず，その意味

において先進国と途上国における NGO同士の連帯による援助を高く評価する。

(4) 授業書「環境政策」との整合性をよりよくするために，授業書「環境科学」の最終節「地

球温暖化」のなかで環境政策の重要性を強調する。

このほか，

(5) 修士論文のなかで改訂すべきとした個所。

(6) 松井先生や橋本先生からわかりにくいとして指摘された個所。

(7) 正確を期したり，表現上の理由から書きなおしたほうがよいと思われる個所や単なる誤字。

なども改訂しなければならない。

2 訂正個所とその内容

2. 1 住民運動・市民運動の位置づけ(視点(1))

① 授業書「環境科学Jp.80 

改訂前 82年 IWCはクジラを絶滅の危機から救うため，エスキモーやシベリアの少数民族以外の捕鯨の全

面禁止を決定しました。

改訂後 72年のストックホノレムにおける国連人間環境会議では世論を背景とした環境保護活動家たちの強

いはたらきかけによって商業捕鯨の10年間のモラトリアム〔一時停止〉の勧告が採択されました。

その結果.82年.IWCはイヌイット〔エスキモー〉やシベリアの少数民族以外の捕鯨すなわち商

業捕鯨を87年以降，全面禁止することに決定しました。

② 授業書「環境科学Jp.88 

改訂前 それにもかかわらず，国は十分な環境影響評価(アセスメント)もおこなわず，空港の位置を少

しだけずらして，計画を強行しようとしています。

改訂後 そのため，園は十分な環境影響評価(アセスメント)もおこなわず，空港の位置を少しだけずら

して計画を強行しようとしていますが，その計画は中断されているのです。

③ 授業書「環境科学Jp.94 

改訂前 その原因には大気汚染，富栄養化，病原菌などが考えられますが，農水省は科学的な根拠もない

ままに松枯れの原因をマツノセイザンチュウとL、う線虫と決めつけ，その線虫を伝幡するマダラ

カミキリム‘ンを松くい虫として駆除することにしたのです。 87年には松くい虫防除のための空中

散布だけでも 25億円の国家予算が計上されているす。

改訂後 住民グループと科学者たちの調査によれば，その主要な原因には大気汚染のほか，酸性雨や重金

属をふくんだ強酸性のばいじんの効果による土壌の酸性化などが考えられています。しかし，農

水省は一部の枯れた松にマツノザイセンチュウが見られたことから，松枯れの原因をマツノザイ

センチュウという線虫と決めつけ，その線虫を伝幡するマダラカミキリムシを松くい虫として農

薬によって駆除することにしたのです。松くい虫防除のための空中散布だけでも 77年の 35億円

からはじまり 81年には68億円もの国家予算がつかわれています。

④授業書「環境科学Jp.96 

改訂前 そのときの調査では，スミチオン散布によって殺された虫の中にはクモなどの益虫が多く，目的

とするマダラカミキリムシは一匹も見つかりませんでした。
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改訂後 そのときの住民自身による調査(行政は住民を納得させるような調査をしていません)では，は

たしてスミチオン散布によって殺された虫の中にはクモなどの益虫が多く， 目的とするマダラカ

ミキリムシは一匹も見つかりませんでした。

そして文末に次の文章を加える。

同様のことは広島県仙酔島など日本各地における住民の調査からも明らかです。

⑤ 授業書「環境科学Jp.97 

改訂前 このような調査結果がNHKで報道されると，市民の聞から反対運動が起こり，福島市では農薬

の空中散布が中止されました。

改訂後 このような調査結果がNHKで報道されると，住民の反対運動が強まり，福島市では農薬の空中

散布が中止されました。

⑥ 授業書「環境科学Jp.100 

改訂前 これらの農薬の中には発ガン性のものも多くふくまれており，河川|から水道水への混入や食物の

残留農薬による人体被害も予想されることから， ゴノレフ場造成への反対運動が全国各地で起こり

ましTこ。

改訂後 しかし，ゴルフ場の排水路から河川に農薬が流れだし，有機塩素系の農薬の場合には水道水にま

で混入しているとは， 1988年奈良県の住民の依頼をうけた科学者が調査をするまでわかりません

でした。この調査結果が明らかになると，全国各地でゴルフ場反対運動が起こり，全国組織「ゴ

ノレフ場問題全国連絡会議」も結成されました。こうしてはじめて農水省はゴルフ場の農薬に農薬

取締法を適用するようになりました。しかしながら，現行の農薬取締法は農業の安全性を保証す

る法的，科学的実効性に問題があります。とはし、え，それまでは野放しだったのですから，一歩

前進したことは確かです。このような日本の環境行政の対応の遅れは水俣病以降もいっこうに変

わっておらず，公害による被害を拡大する大きな原因になっているのです。

⑦ 授業書「環境科学Jp.114 

改訂前 こうした背景のもとで， 79年にはヨーロッパ諸国を中心にして「長距離越境大気汚染条約」が締

結され， 80年の二酸化イオウの排出量の 30パーセントを93年までに削減するということが定め

られました。アメリカ合衆国とカナダとの闘でも 80年には「国境をこえて移動する大気汚染物質

に関する覚え書き」がとりかわされ，両国政府は越境酸性物質の監視とその削減に努力すること

を約束しあいましtco しかしながら，発展途上国では，環境基準の改正が行なわれないため，先

進国の多国籍企業は大気汚染に配慮せず経済活動をおこない，周辺の住民の健康に多大な被害を

あたえています。

改訂後 80年代に入り， r地球の友」や「グリー γピース」などのNGOが酸性雨反対運動を強めると，ヨー
ロッパ諸国を中心にして長距離越境大気汚染条約およびそれに付属する三つの議定書が採択され，

r99年までに80年時点の二酸化イオウの排出量の少なくとも 30ノミーセントを削減し，94年まで

に窒素酸化物の排出量を87年水準に凍結すること」が各国に義務づけられました。しかしながら，

発展途上国では環境基準の改正が行なわれないため，先進国の多国籍企業は大気や水の汚染に配

慮せず経済活動をおこない，周辺の住民の健康に甚大な被害をあたえています。

⑧ 授業書「環境科学Jp. 126 

改訂前 しかし，海底への沈降や自然の分解には時聞がかかるため， PCBの製造は20年ほど前に中止され

ているにもかかわらず，それまでにつくられた PCBの放置による海洋汚染はまだ当分つづくもの

と思われます。

改訂後 しかし，海底への沈降や自然の分解には時聞がかかるうえ，先進国では環境保護運動の高まりに

よって 1970年代前半にはDDTやPCBなどの有機塩素化合物の使用・生産は禁止されたものの，

先進国の中にはPCB入り製品を発展途上国に輸出しつづける企業もあって，有機塩素化合物によ

る環境汚染が東南アジアなどの南半球で・急激に進んでいます。

⑨ 授業書「環境科学Jp.273 

改訂前 では，世界や日本において温暖化防止の政策をさらに前進させていくためには，どうすればよい
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のでしょうか。

改訂後 しかしながら，しだいにNGOのはたらきかけが強まり， 92年6月の「地球サミット」では最後

まで条約締結をしぶっていたアメリカもとうとう気候変動枠組み条約に合意せざるをえませんで

した。とはいえ，その条約は「温室効果カ'スの排出量を一国または共同で90年レベノレに回帰させ

ることを自指すJというあいまいな表現におわっています。では，世界や日本において温暖化防

止の政策をさらに前進させるには，どうすればよいのでしょうか。

2， 2 日本における公害の実態および先進国の公害輸出による地球規模の環境汚染(視点(2))

① 授業書「環境科学Jp.98 

改訂前 1990年現在日本のゴルフ場の総面積は東京都の面積に相当するほどになりました。ゴノレフ場造成

による自然破壊もさることながら，農薬による水汚染がし、ま大きな社会問題になっています。

改訂後 1987年「リゾート法」が成立し，大手民間企業の地域開発への参入が優遇されるようになると，

全国各地の自然がゴルフ場やスキー場に変えられていきました。 90年現在日本のゴルフ場の総面

積は東京都の面積に相当するほどです。しかもゴノレブ場においては除草などの人件費を節約する

ために大量の農薬が使用され，農薬による水汚染がL、ま深刻化しています。

② 授業書「環境科学Jp.112 

改訂前 こうした事件が先進工業国であいつぐと，世界各地で公害反対運動が激化し，企業側は工場周辺

の汚染濃度を下げざるをえず，煙突を高層化してその場をしのぎました。このことが大気汚染物

質を酸性降下物として広範囲にまき散らす結果を生み出したとL、うわけです。

改訂後 こうした事件が先進工業国であいつぐと，世界各地で公害反対運動が激化し，企業側は工場周辺

の汚染濃度を下げざるをえず，煙突を高層化したり，工場を環境規制のゆるい発展途上国に移し

たりしてその場をしのぎました。このことが大気汚染動質を酸性降下物として広範囲にまき散ら

すことになり， 71年以降，北極上空さえも幅100キロメートノレ以上にわたるスモッグにおおわれ

るようになったのです。

③ 授業書「環境科学Jp.114 

改訂前 さらに青銅・石像・遺跡などの腐食，地下水の酸性化，内湾の富栄養化なども深刻な社会問題と

なっています。

改訂後 日本でも市民グループによる全国酸性雨調査から酸性雨に関する貴重なデータがえられており，

関東周辺のスギ枯れなど全国各地で酸性雨による森林被害の実態がわかりつつあります。最近で

は先進国のみならず，発展途上国でも同じような被害が報告されるようになりました。さらにま

た青銅・石像・遺跡などの腐食，地下水の酸性化，内湾の富栄養化なども世界各国で深刻な社会

問題となっています。

④授業書「環境科学Jp.250 

改訂前 (2)は都市特有のヒート・アイランド現象なので，地球規模では起こりません。

改訂後 (2)は大都市特有のヒート・アイランド現象ですから，地球規模では起こりません。たとえば，最

近100年間の気温上昇が北海道の根室や寿都などの小さな市や町では0.5
0Cなのに対し，札幌のよ

うな人口 100万をこえる大都市では2.20Cにもおよぶ例はその典型です。

2， 3 先進国による発展途上国の撮助のあり方(視点、(3))
① 授業書「環境科学Jp.166 

改訂前 1989年現在，日本のODAは1兆5千億円をこえ，いまや日本は世界ーの援助大国になりました。

しかし，日本のODAは人道的援助というよりは経済的(打算的〉援助に傾いており，日本の企業
の海外進出を支援するようなプロジェクトが多くなっています。

改訂後 1989年現在，日本のODAは1兆5千億円をこえ，総額では世界ーになりましたが，使途を制限
しない贈与の比率も援助される国からみた有利さを示すグラントエレメントも OECDの開発援助

委員会(DAC)加盟18カ国のなかで最下位ですく表1-5)。日本のODAはまた人道的援助という
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よりは経済的〔打算的)援助に傾いており，日本企業の海外進出を支援するようなプロジェクト

が多くなっています。

② 授業書「環境科学Jp.166 

改訂前 もともと森林は更新可能な資源です。現に先進国の混帯林や寒帯林では，森林の伐採量に見合う

分の植林をしているため，森林面積は過去20年間ほとんど変わりません。だとすれば，熱帯林の

持続的な利用も不可能ではないはずです。

改訂後 もともと森林は更新可能な資源ですが，熱帯林は多様な樹種が混在しており，持続的な林業が成

立しにくいところです。したがって，先住民の焼畑を再評価するとともに，セリンゲイロとよば

れるゴム樹液採取労働者たちが提案するように，熱帯林の一部を採取保護林とし，そこからゴム

や薬をとることなどで熱帯林の持続的な利用法を考える必要があります。

③ 授業書「環境科学Jp.203 

改訂前 こうしてエチオピアのモジョではユーカリやアカシアなどの木がすでに 1，000万本植えられまし

た。マリのセグーには2，000ヘクターノレのユーカリの植林地が広がっています。ニジェーノレのマ

ジア谷ではインドセンダンの防風林の延べ延長がすでに400キロメートノレに達しました。ケニア，

セネカワレ，タンザニア，チャド， ソマリアなどでも，アノレヒダなどの植林が少しずつではありま

すが，着実におこなわれています。

改訂後 こうしたサヘノレ地域の緑化にかぎらず，植林援助あるいは農業援助は貧農のイニシアティプを尊

重し，貧農の自立を助けるための地域計画でなければならず，そのためには先進国と発展途上国

のNGO同士の連帯にもとづく援助が求められているのです。

④ 授業書「環境科学Jp.247 

改訂前 したがって，フロンやハロンなどの代替物質の開発はもとより，使用済みフロンの回収・分解技

術の開発を急がなければなりません。

改訂後 したがって，先進国はフロンやハロンなどの代替物質の開発はもとより，使用済みフロンの回収・

分解技術の開発を急ぎ，発展途上国に対しても無償で技術移転をしてし、かなければなりません。

2， 4 環境政策の重要性(視点(4))

授業書「環境科学」では，温暖化防止のための科学技術的対策の説明が具体性に欠け，環境

政策についてもほとんど触れなかった。したがって，授業書「環境科学」改訂版では植林，省

エネルキ幸一，再生可能エネルギーなどについて具体的に説明し，それらの技術がすでに存在し

ているかぎり，問題は環境政策にあることを示すため，授業書「環境科学Jのpp.266-269の部

分を以下のように書き換えて， pp. 266-273とする。なお，授業書「環境科学」のp.270は改訂

版ではp.274となり，以下4頁ずつ頁数が増えることになる。
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4-3 二酸化炭幾排出塁の削減

4-3寸 どんな対策が考えられるか

地球温暖化の最大の原因が化石燃料の燃焼によって生じる二酸化炭素にあるかぎり，温暖化を防止す

るためには大気中に二酸化炭素が蓄積しないようにしなければなりません。それには大きく分けて予防

と防除の二つの対策が考えられます。予防とは二酸化炭素をこれ以上出さないようにすること，つまり

二酸化炭素の排出量の削減を意味します。訪除は排出された二酸化炭素を海洋の利用などによってとり

除くことです(図4-12，13)。では，どうすれば予防ができるのでしょうか。
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科学技術的な予防対策としては

森林破壊の停止，大規模な植林，省エネノレギーすなわちエネノレギー効率の改善(たとえば， コジェネ

レーション=図 4-14)などのほかに，現在役界全体の 1次エネノレギー源の約90%を占める化石燃料(図

4-15)を太陽・風力・パイオマス(木材・林産廃棄物，農業廃棄物〕などの再生可能エネノレギーに転換

することが考えられます。

1989年に森林の消失によって排出された炭素は24億トンにおよびます。伺年の化石燃料の使用による

炭素排出量は56億トンですから，森林消失は大気中の二酸化炭素蓄積の 30%に寄与していることになり

ます。したがって，森林破壊の停止および大規模な熱帯林の再生は地球温暖化の予防対策となるわけで

す。熱帯林が大気中の二酸化炭素をとワこむ速度は少なくとも 1ヘクターノレあたり 10トンですから，ブ

ラジノレ内アマゾンのほぼ3分の lにあたる I億ヘクターノレの植林をすれば，植物が成長をつづける 30年

以上の間は大気中の二酸化炭素を年間 10億トン吸収することができます。こうして森林破壊の停止と大

規模な植林によって化石燃料を基盤とする経済から再生可能エネノレギーによる経済へ移行する時間を稼

ぐことが可能になるものと窓われます。
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省エネノレギーはコジェネレーション(図4-14)による電力利用の効率化だけではありません。照明シ

ステムの効率を4倍にしたり，新車の燃料効率を2倍に高める技術はすでに存在しているし，建物の冷

暖房用の電力も，暖房や冷房危機の効率を上げるとともに断熱材や窓の性能を向上させることによって

減らすことができます。さらにまた自動車中心の交通網から大量輸送へと交通体系金体の変革をすれば，

省エネノレギーは大幅に進むはずです。

再生可能エネノレギーは世論の化石燃料や原子力エネノレギーに対する不案を反映して過去数年間にめざ

ましい技術的進歩を見せていますく表4-3)。アメリカの風力発電コストはlキロワットあたり 1980年の

32セントから 88年には8セントにまで下がり，デンマークでは5.3セントにしかすぎません。イギリス・

エネルギー省のデータによれば，2005年には風力発電は原子力発電の4分のl程度のコストで同量の二

酸化炭素を削減できるということです。バイオマス発電のコストは88年現在5セントですが， 5年以内

に3.3セントまで下がることが見こまれています。太陽電池発電は80年の339セントから 88年の 30セ

ントにまで、下がっています。太陽電池はまた世界中のほとんどすべての地域で利用でき，冷却水の必要

がなく， 1キロワットの電力を生みだすのに必要な用地も石炭火力発電とほぼ同じです。しかも原料とな

るシリコンは地殻中にウランの5000倍もふくまれています。それどころか，最近の発電の総社会費用に

ついての研究では，すべての外部効果を計算に入れると，風力と太陽電池の電力コストは実質的に化石

燃料や原子力のコストを下回ってさえいるのです。

こうして先進国では温暖化防止対策のメドがつきましたが，発展途上国にも同様のことを求めれば，

先進国による環境保全技術の輸出によってますます南北格差が広がることは確実です。かといって，発

展途上国だけ温暖化防止対策を猶予することになれば，地球温暖化はいっこうに解決されないことにな

ります。では，どうすればよいでしょうか。

-270-

表4-3 再生可能な電力源のコスト (1988年価格のセント， 1キロワット時当たり〉

(レスター・プラウY編著『地球白書1991-921，ダイヤモY ド社， 1991， p.42) 

発電技術 1980 1988 2000 2030 

風 カ 32(2) 8 5 3 

地 熱 4 4 4 3 

太陽電池 339 30 10 4 

太陽熱

カeス保助付きトラフ 24日) 8(4) 6(5) 

パラボラ型採光器 85(剖 16 8 5 

バイオマス問 5 5 

注:(1) すべてのコストは，各発電技術の想定耐用年数に基づく平均値(端数処理をしてある〕。

予測値は政府の研究開発投資レベルが高かった場合。
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発展途上国のエネルギー需要は今後増加することが予想されるだけに先進国は発展途上国にも温暖化

防止対策を遂行させなければならず，そのために先進国は少なくとも再生可能エネルギーや省エネ装置

の導入などの技術移転による無償援助をおこなってし、かなければなりません。それどころか，先進国自

身も化石燃料を再生可能エネルギーに転換しながら，省エネ努力を今後とも継続して，一人あたりのエ

ネノレギー消費量を発展途上国に近づけていく必要があります〔図4-16)。再生可能エネノレギーといえども

無尽蔵ではないし，何よりも南北聞の資源配分の公平を期さなければならないからです。

いずれにせよ，このような対策を進めていくためには環境政策が必要です。その一例としては炭素税

の導入が考えられます。それは生産段階で石炭・石油・天然ガスなど炭素をふくむ燃料のコストに税金

をかけ，それらの使用を抑制する一方，そうして得た財源を基金として，フロ γの撤廃，植林，省エネ

ルギーシステムや再生可能エネルギーの開発などにつかうということです。 1990年現在，炭素税はすで

にスウェーデンやオランダなど欧米の一部の国で導入されていますが， 日本では財界からの反発がつよ

く実現の見通しがついていません。

00億キロワット〕
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Ol 
1980 

実積
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• 区召先進工業国

I (1.3) I 口発展途上国
(1.3) I ，( )内の数値は I人当たりエネノレギー使用量(凶11)
I 1 kW=石油換算で年0.70トン

2020 

推定

図4-16 世界の l次エネルギー使用量に占める先進国と発展途上国のシェアの予測l

(fグリーYピースレポート 地球温暖化への挑戦J.ダイヤモンド社， 1991. p.53) 
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2. 5 その他(視点(5X6)(7))

① 授業書「環境科学Jp.21 

改訂前 (1)地球に酸素があったから。

改訂後 (1)地球大気に酸素がふくまれていたから。

② 授業書「環境科学Jp.26 

質問5を消す。

③ 授業書「環境科学Jp.27 

「正解は(2)です。」を消し，最後の 5行を次のように変え， p.29に移動する。

金星は太陽に近すぎて温度が高いため，原始大気中の水蒸気が凝結できず，太陽によって分解さ

れたからです。火星はその大きさが地球の約半分であることから，徴惑星の衝突が少なく，地球

や金星のような厚い大気ができなかったものと思われます。したがって，太陽系の地球だけに海

ができたのは水と二酸化炭素をふくんだ大気がたくさんあったこと，および太陽からの距離や地

球の大きさがちょうどよかったことなどによるのです。

そして質問5として「地球に海があるのに金星や火星に海がないのはなぜだと思いますか」を設定する。

④ 授業書「環境科学Jp.45 

改訂前 このような動物は人間だけです。

改訂後 これほどはっきりと生態的地位を変化させたのは人間だけです。

⑤ 授業書「環境科学Jp.55 

改訂前 人間は他の生物と同じように自然に存在して生きています。

改訂後 人聞は他の生物と同じように物質代謝や自己複製をおこないながら自然に存在して生きています。

⑥ 授業書「環境科学JiII 人間生活圏の形成」の表紙

次の文章を文頭に入れる。

地上の生態系は長い間おもに気候によって支配されてきました。しかし，

⑦ 授業書「環境科学Jp.62 

改訂前 それらの都市はギリシャ・ローマ時代には海岸に面した港でしたが，現在では海洋から数キロメー

トノレも内陸に動いています。最近の地質調査からこの“移動"は海岸線の前進によることがわか

りました。

改訂後 それらの都市はギリシャ・ローマ時代には海岸に面した港で‘したが，現在では海岸から数キロメー

トノレも内陸に位置しています。最近の地質調査からこの変化は海岸線の前進によることがわかり

ました。

⑧ 授業書「環境科学Jp.88 

改訂前 翌88年IUCNは白保のサンゴ礁を保護するよう日本政府に勧告しました。

改訂後 IUCNは翌88年白保のサンゴ礁を保護するよう日本政府に勧告し， 90年には白保地区住民の 11

年におよぶサンゴ礁保護の活動に対し， ピーター・スコット賞をあたえ，その努力をたたえまし

た。

③ 授業書「環境科学Jp.90 

改訂前 今日人間は生態系がすでに単純化された農耕地においてさえ，殺虫剤の散布などによって種を減

らし，生態系をさらに単純化しています。

改訂後 今日人間は生態系がすでに単純化された農耕地においてさえ，省力化のために殺虫剤や除草剤な

どの農薬の散布によって種を減らし，生態系をさらに単純化しています。

⑮ 授業書「環境科学Jp.94 

改訂前抵抗力が繁殖力

改訂後抵抗力や繁殖力

⑪ 授業書「環境科学Jp.108 

質問4を消す。このため， p.110の質問 15は14へ， p.116の質問 16は15へ， p.120の質問17は16へと

番号を一つずつ減らさなければならなし、。
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⑫ 授業書「環境科学Jp.111 

改訂前 オゾン 0，の分子が分解して，酸素原子Oをつくり，これが水蒸気H20と反応してヒドロキシノレ

ラジカノレ HOとし、う反応性の高い物質が生まれます。

改訂後 オゾン 0，の分子が太陽光によって分解して酸素原子Oをつくり，これが水蒸気H20と反応して

ヒドロキシノレラジカノレ HOという非常に反応性の高い物質に変化します。

⑬ 授業書「環境科学Jp.118 

改訂前 死んだアザラシの体内からは水銀・鉛・カドミウムなどの重金属やDDT・PCB・ダイオキシンな

ど毒性の強い人工化学物質が 150種あまりも検出されました。

改訂後 死んだアザラシの体内からは水銀・鉛・カドミウムなどの重金属やDDT・PCB・ダイオキシンな

ど毒性の強い有機塩素化合物が 150種あまりも検出されました。

⑬授業書「環境科学Jp.124 

文末に次の文章を加える。

このほか， PCBが廃棄物の大量海洋投棄によっても海にとけていることはまちがし、ありません。

⑬ 授業書「環境科学Jp.126 

最後の 4行を次のように変え， p.127の文頭に移動する。

一方，さきのアザラシの大量死をきっかけに， 1990年には北海の沿岸諸国によって北海保護国際

会議が開かれ，水銀，鉛，カドミウム，ダイオキシンの4種の有害物質の流入量を 95年までに70

ミーセント削減し， PCBの海洋投棄を99年までに完全に禁止することが定められました。海洋汚

染防止のための具体的な国際協力がいまようやくはじまったのです。

⑬ 授業書「環境科学Jp.127 

改訂前 つまり，人間の経済活動が高まると，その影響が地球全域におよび，人間生活圏が地球規模になっ

たのです。

改訂後 つまり，人間の環境保全を無視した経済活動(非持続的な経済活動〉が進むと，その影響が地球

全域におよび，人間生活圏が地球規模になったのです。

⑫ 授業書「環境科学J1m 地球規模の自然変動」の表紙

改訂前 20世紀後半，人間の経済活動がさかんになり，エネノレギーの大量消費がはじまると，一部の生態

系が破壊され，気候にまで影響をあたえるようになりました。〔中略〉人間の経済活動にもとずく

地球規模の自然変動とはどんなものでしょうか。

改訂後 20世紀後半，人聞の非持続的な経済活動がさかんになり，エネノレギーの大量消費がはじまると，

一部の生態系が破壊され，気候にまで、影響をあたえるようになりました。(中略〕人間の非持続的

な経済活動にもとづく地球規模の自然変動とはどんなものでしょうか。

⑬ 授業書「環境科学Jp.128 

改訂前 世界最大の熱帯林のアマゾンでは， 1987年の 1年間だけで， 2000万ヘクターノレの森林が伐採され

たといわれています。

改訂後 世界最大の熱帯林=アマゾンでは， 1987年の 1年間だけで， 2000万ヘクターノレの森林が伐採され

たという推定値もあるほどです。

⑬ 授業書「環境科学Jp.130 

「消滅までのタイムリミットはあと 85年しかありません。」を消す。

@ 授業書「環境科学Jp.132 

改訂前 熱帯雨林の養分がもっとも多くたくわえている場所はどこだと思いますか。

改訂後 熱手帯雨林の養分がもっとも多くたくわえられている場所はどこだと思いますか。

@ 授業書「環境科学Jp.134 

改訂前 温帯林では土壌に大量の養分がたくわえていますが，熱帯雨林ではむしろ植物体そのものが養分

の貯蔵庫になっているのです。

改訂後 温帯林では土壌に大量の養分がたくわえられていますが，熱帯雨林ではむしろ植物体そのものが

養分の貯蔵庫になっているのです。
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② 授業書「環境科学Jp.139 

改訂前北東貿易によって大西洋からもちこまれる。

改訂後北東貿易風によって大西洋からもちこまれる。

⑫ 授業書「環境科学Jp.150 

改訂前 それは熱帯林が経済的に貴重な資源だからです。つまり，輸出国政府は熱帯林の破壊を環境問題

ではなく経済問題として考えているのです。

改訂後 それは熱帯林がとりあえずは外貨を獲得できるからです。つまり，輸出国政府は長期的展望をも

たず，自然を切り売りして急場をしのいでいるのです。

⑫ 授業書「環境科学Jp. 154 

改訂前 質問7 このような牧場の造成はブラジノレ国民に何を残したのでしょうか。

改訂後 質問7 このような牧場の造成はブラジノレ国民にどんな結果をもたらしたのでしょうか。

⑧ 授業書「環境科学Jp.167 

表1うを以下のものに変え，図 1-18を消す。

表1-5 DAC諸国のODA(1989) 

(日本財政法学会編『政府開発援助問題の検討J.p.15) 

総額 対 GNP比

[質]

国民 1人あたりの 贈与比皐 グランド・エレメント

負担額 0988年 0987-88年平均)..0987-88年平均h・

[畳]

(百万ドル〕

1000 2000 3000 4000 5000 6000 (%) 100 

4，953 

ゅ・・・7.467・

個・・・圃8.958<1位〉

一一
一

-海外領土、海外県分を含む。

但L、右を除〈場合フランスの

ODA総額は5.140百万ドル

(日本の額は、その桂8.965に事正された〕

-海外領土、海外県分を含む。
但し、右を除く場合フラン久の

対GNP比は0.54%

'1987年の数値 ・1987年の数値
(設が方計算によれば我が国の..・置輯救清を除〈

87-88年平均は40.9%) 業 暫定値

(出典 DAC課長報告)

(出所) 外務省経済協力局編r我が国の政府開発握助J(上巻)1990年 9ベーシ

⑧ 授業書「環境科学Jp.178 

改訂前 では，土はし、つごろできたものでしょうか。

改訂後 では，土はいつごろから地上に見られるようになったのでしょうか。

@ 授業書「環境科学Jp.181 

改訂前土の中には無数の微生物がすんでいるため，土は生産した余剰物質をみずから分解処理する能力

と有害な物質や生物に対する解素作用をもっているからです。

改訂後 土の中には無数の微生物がすんでいるため，土は生産した余剰物質をみずから分解処理する能力

と有害な物質や生物に対する解毒作用をもっているからです。

⑫ 授業嘗「環境科学Jp. 192 

改訂前 その結果，いまやセネガノレの全耕地の3分の 2がピーナツ畑になっています。

改訂後 いまやセネカワレの全耕地の3分の 2がピーナツ畑になっているほどです。
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⑧ 授業書「環境科学Jp. 198 

改訂前 したがって，私たちは砂漠化を防止するとともに，砂漠の緑化にとり組んでし、かなければなりま

せん。

改訂後 したがって，私たちは砂漠化を防止するとともに，砂漠の緑化にもとり組んでいかなければなり

ません。

@ 授業書「環境科学Jp.200 

改訂前 国連の統計によれば，アフリカに対する世界各国の援助計画は1985年ごろから食糧援助についで

植林援助が目立つようになってきました。食糧援助では根本的な解決にならないからです。

改訂後 国連の統計によれば，アフリカに対する世界各国の援助計画は1985年ごろから食糧ぞ医療援助に

ついで植林援助が目立つようになってきました。食糧や医療のような緊急援助だけでは根本的な

解決にはならないからです。

③ 授業書「環境科学Jp.242 

改訂前 しかし，同年 10月，過去最大のオゾンホーノレが南極で観測されると， ["地球の友」や「グリーン

ピース」などの環境保護団体がアロンの即時撤廃を要求し，モントリオーノレ議定書の見直しをせ

まりました。

改訂後 しかし，同年10月，過去最大のオゾンホールが南極で観測されると， ["地球の友」や「グリーン

ピース」などの NGOがフロンの即時撤廃を要求し，モントリオーノレ議定書の見直しをせまりまし

た。

@ 授業書「環境科学Jp.244 

改訂前 とりわけ，環境科学は現在から未来を予測しなければならないため，環境科学には実証性をのり

こえた論証が求められるのです。

改訂後 とりわけ環境科学は現在から未来を予測し，予測された未来から現在の社会のあり方を考えなけ

ればならず，環境科学には実証性をのりこえた論証が求められるのです。

@ 授業書「環境科学Jp.264 

図4-2は表4-2に， ["表4-2 海面上昇によりもっとも被害をうけやすい」は「表4-2 海面上昇による被

害をうけやすい国」に変える。

3 おわりに

このように筆者は授業書「環境科学」を授業実践と新しい科学的成果から改訂しつつ，授業

書「環境政策」を作成することによって，環境教育における教育内容の体系化を目指していく

つもりである。授業書「環境科学」改訂版に基づく授業実践によって授業書「環境科学」改訂

版に対してもご批判をいただければ幸いである。
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